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　1966 年 3 月～ 1976 年 10 月の測量結果は，本会報第 15，17 巻に報告したが，今回は，それ

以降の（ 1978 年 10 月まで ）測量結果を報告する。

　阿寺断層地域における 3 基線網（ 第 1 図 ）の基線長は，はとんどが測量開始当時の値に戻って

いるようである。（ 第 2 図，第 1 表 ）

　また，1976 年 8 月～ 9 月に，木曽御嶽山南方及び西方に有感地震を含む群発地震が発生し

たが，光波測量結果には，その影響によると思われる変化が認められなかった。

　更に 1978 年 10 月 7 日前後に同地域（ 1978 年 10 月 7 日，東経 137ﾟ30′00″，北緯 35ﾟ47′00″，

Ｍ 5.3 ）に発生した，M ＝ 5.3 を含む群発地震についても，その影響は，測量結果に認めら

れていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 松本，平田 ）
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第 1 図　阿寺断層における各基線網図
Fig. 1　Base-line networks in the Atera fault area.

第 2 図　阿寺断層地域における基線網配置と各基線網の累積歪量
Fig. 2　Accumulation of horizontal strains at the Gero, Tsukechi and Sakashita base-line networks, and 

location of base-line networks in the Atera fault area.
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第 3 図　付知基線網における応力主軸，面積膨脹，最大剪断歪の変化
Fig. 3　Principal axes of horizontal strains (top) and dilatation (middle) and maximum shear (bottom) 
at the Tsukechi base-line networks. (cumulative)

第 1 表　各基線網の測距結果（ 下呂，付知，坂下 ）
Table 1　Changes in the base-line length (Gero, Tsukechi and Sakashita).
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